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 調査目的を、（１）義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。（２）学校における児童生徒への教

育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。以上のような取り組みを通じて、教育に関する継続的な検

証改善サイクルを確立する。とし、平成２８年４月１９日（火）全国一斉に行われました。 
 

 【調査対象となる児童・生徒数】 小学校では小学６年生のみ。（宮古島市は１８校５２８名） 

               中学生では中学３年生のみ。（宮古島市は１４校４９６名） 

平成28年度 
全国学力･学習状況調査の結果について 

学力調査結果の概要 

学習状況調査結果の概要 

●学習規律の徹底及び授業改善 
 小中学校ともに、学習規律の徹底が図られるとともに、授業の目標（めあて・ねらい）がしっかり示され、授業の最後に学習内

容を振り返る活動をしっかり行っている割合が全国を上回り、授業改善が図られている。（質問Ａ・Ｂ表参照） 
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算数A・算数Bでは全国平均正答率を上回る結果と

なり、着実に成果を上げている。しかし、国語A、国

語Bで全国平均正答率を下回る結果となった。 

 無回答率では、国語A、国語B、算数Aで全国平均無回答

率を下回り良い結果となっており、粘り強く最後まで問題

を解くなど学習意欲の高まりが伺える。しかし、算数Bで全

国平均を若干上回り、無回答児童への対応が課題である。 

全教科で全国平均正答率を下回る結果となった。国語

Aでは、全国平均正答率との差が５P以内になり、今年度

の学力向上推進目標を達成することができた。しかし国

語B、数学A、数学Bでは全国との差が見られ、各学校におい

ては調査結果を分析し、授業改善を推進する必要がある。 

 無回答率では、国語Aで昨年より若干改善されているも

のの、国語B、数学A・数学Bで全国との差が広がっており、無

回答生徒への対応が課題である。 

区分 宮古島市 全国 全国との差 

国語A ４．８ ５．３ －０．５ 

国語B ４．５ ４．６ －０．１ 

算数A ０．５ １．８ －１．３ 

算数B ７．９ ７．４ ＋０．５ 

区分 宮古島市 全国 全国との差 

国語A ２．９ ２．０ ＋０．９ 

国語B ６．７ ４．４ ＋２．３ 

数学A ８．３ ６．３ ＋２．０ 

数学B １８．４ １４．７ ＋３．７ 
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●平日の家庭学習に課題 
 平日の家庭学習時間は、小・中学校ともに、「全くしない」  

 「30分未満」の児童生徒の割合が増えており、計画的に 

 家庭学習に取り組むことが必要である。 

 

●小中連携に課題 
 近隣の小中学校と授業研究を行うなどの合同研修につい 

 て、 行った割合が全国を大きく下回った。 

 小中学校で相互の授業参観や指導内容の系統性を確認 

 し、合同研修等を推進する必要がある。 
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 平成２９年度準要保護児童生徒就学援助申請について 

 

★援助を受けることができる方 

  ① 宮古島市に住所があり、市内の小中学校に通う児童生徒が居る世帯で認定された方 

  ② 上記以外で、転入学者又は災害・病気その他の事情等により認定された方 

    ※援助期間は１年間なので、昨年認定された世帯も申請が必要です。  

    ※生活保護受給世帯の児童生徒は「要保護児童生徒（他制度の対象）」となるため申請することは 

     できません。 

★申請時における注意事項 

  ① 二世帯以上で同居する場合も同一世帯として取扱い、全世帯の収入及び資産等を確認します。 

  ② 収入の有無にかかわらず１８歳以上の方全員の所得調査を行います。 

   確定申告がお済みでない方は税務課又は各支所（税務担当者）で早急に申告して下さい。 

    ※６月１日までに確定申告がされてない場合は「否認定」となる場合があります。 

    ※平成２９年１月１日現在、宮古島市に住民票がない方は、そのとき住民票があった所在地の 

     市区町村の発行する所得証明書が必要になります。 

★申請時に必要なもの 

  ① 就学援助申請書（４月初旬に各学校又は学校教育課で配布） 

  ② 住民票謄本（４月１日以降に発行したもの。写しでも可） 

  ③ 家賃証明（契約書又は最新の領収書の写し） 

     ※公営住宅の場合は、市・県の発行した平成２９年度家賃決定通知書の写し 

  以下は必要な場合のみ提出です 

  ④ 所得証明書（平成29年1月1日現在、宮古島市に住民票がなかった方のみ） 

  ⑤ 医師の診断書の写し（病気や怪我が理由で働いていない場合のみ） 

  ⑥ 各種年金等の証明書の写し（各種年金等を受給している場合のみ） 

★就学援助の内容（※平成２８年度現在） 

 

★受付期間 

 平成２９年度 当初認定：４月上旬～5月末 追加認定：6月～12月 

    ※途中認定は、認定月より支給（但し、新入学児童生徒学用品費は当初認定者のみ） 

★お問い合わせ 
 宮古島市教育委員会 学校教育課 学務係（ＴＥＬ７７－４９４４） 
 

今年度の追加認定は12月末までで残りわずかです。就学援助を希望さ
れる方はお急ぎください。 

 宮古島市では、経済的な理由でお子さんの就学に困っている世帯のうち、認定され
た世帯に給食費・学用品費等の一部を援助しています。 

援 助 費 目 対 象 学 年 支 給 額 支 給 時 期 等 

学 校 給 食 費 全 学 年 実 費 

１０・１２・３月に学校長を通

して支給予定 

学 用 品 費 

（通学用品費を含む） 

  

  

小 

  

１年生 年額 11,420円 

２～６年生 年額 13,650円 

中 

  

１年生 年額 22,320円 

２・３年生 年額 24,550円 

新入学児童生徒 

学 用 品 費 

小 １年生 年額 20,470円 １０月に学校長を通して

支給予定 中 １年生 年額 23,550円 

校 外 活 動 費 

（宿泊を伴うもの） 

小 ５年生 実費（限度額 3,570円） 
校外活動実施後、３月に

学校長を通して支給予

定 

中 １年生 実費（限度額 6,010円） 

校 外 活 動 費 

（宿泊を伴わないもの） 

小 全学年 実費（限度額 1,550円） 

中 全学年 実費（限度額 2,240円） 

医 療 費 全 学 年 医 療 券 発 行 実施後、医師の請求後 



 

 

 児童・生徒による文化芸術の発表の機会を設けることにより、次

世代の文化の担い手を育み、新しい文化の創造や先人達から培っ

てきた地域文化の伝承・発展に寄与するとともに、宮古島市の文化

を広く発信することを目的に、第１１回宮古島市民総合文化祭「児

童・生徒の部」展示会が１０月２２日（土）、２３日（日）の２日間にわたっ

て開催されました。 

 今年度の文化祭は、昨年度より１００点以上多く、3,587点の応募

があり、どの作品も個々の技術、興味関心を見事に作品として表

現しており、創作に対する熱意を感じました。 

 また、会場では、入賞作品の前で記念撮影する姿や、自分の作

品を指さし誇らしげな姿の児童生徒が見られ、あたたかい雰囲気

の展示会となりました。 

応募作品総数 
3,587点 
 
 

書道… 488  
美術… 272 
 

俳句… 1,227 
短歌… 716 
 

作文… 123 詩… 193 自由研究…195 
  

工作… 373 
 

         来場者数1,367名 

 １１月６日（日）には、マティダ市民劇場において第１１回宮古島市民総合文化祭

「児童・生徒の部」音楽祭が開催されました。 

 今回は小学生から中学生の全１０団体、計４８６名の児童生徒が出場しました。 

 みやこ少年少女合唱団による元気いっぱいの市歌によって幕を開け、おなじ

みの曲から流行りのドラマ主題歌まで、幅広い選曲を味わうことの出来る音楽

祭となりました。 

 それぞれの出場団体が一丸となって歌を歌い、楽器を奏でる姿に皆さんとて

も魅了され、感心している様子でした。 



 

 

 

ニパニ☆スクール パ 
市内小中学校で児童・生徒が元気に取り組んでいる様々なユニークな活動や
取組を紹介するコーナーです。今回は久松幼、久松小、伊良部幼、南幼です。 

 久松小学校では毎年１０月の読書月間期間中に、保護

者・ボランティア・地域の方々で構成されている読み聞か

せの会アトム（代表：鈴木幸子氏）による読み聞かせ会を開

催しており、今年も１０月27日（木）同校体育館において、

幼・小全体読み聞かせ会が開催されました。 

 今回の読み聞かせは、ロール絵本で作成された「ハエ

くん」という物語で、生演奏の音楽を交えながらクルクル

と回り変わっていく絵とストーリーに子ども達は見入って

いる様子でした。 

 読み聞かせが終わり、子ども達からは「おもしろかった」

「海だと思ったところがトイレだと分かって笑ってしまっ

た」などの感想がありました。 

 最後に、亀川典子校長からアトムのメンバーへのお礼の

あいさつがあり、「どうやったらみんなが楽しんでくれる

かをいつも一生懸命考えてくれている会の皆さんに感謝

します。」と述べられ、子ども達からも感謝を込めた大きな

拍手が贈られました。 

 会代表の鈴木幸子さんは、「子ども達にはこれからもさ

まざまな本に出会って国語力を養い、想像力や考える力

を身につけて心豊かに成長していってほしい。そのために

も、もっと本に親しんでもらえるよう色んな企画と活動を

これからも頑張っていきたい。」と語っていました。 

 読み聞かせ会の次の日10月28日（金）には、ハロウィン

にちなんで手作り衣装を着た園児達が仮装をして、保護

者を招いてのハロウィンファンションショーを行い、楽しい

ひとときを過ごしました。 

 毎年４月に行われる全日本トライアスロン宮古島大会

は、２０１５年から伊良部島もバイクコースに入り、伊良部小

学校の前を通過します。 

 初めは、「トライアスロンってなに？」「バイクってな

に？」と聞いていた子ども達でしたが、実際に風を切って

走り去る選手を目の当たりにした子ども達は「かっこよ

かった～！」「イケメンがいたよ～！」「バイバイって手を

振ってくれて嬉しかった」など、とても興奮した様子でし

た。 

 そして、大会が終わって１週間程が経ち、園生活にも慣

れてきた頃、りっぱな三輪車が人数分揃っているのに気づ

いた子ども達。初めは園庭を楽しんで走っていましたが、１

人の園児の「トライアスロンごっこがしたい！」という一言

で始まったこの遊びがみんなのブームとなりました。 

 舞台は園庭から飛び出し校内へと、幅広いコースを三輪

車で１周するだけでした。しかしそれだけでは物足りず、三

輪車を置いて更に1周走ることに。そして、足が速くなりた

い子ども達は、ぞうきんがけも積極的にトレーニング？を

します。 

 １学期で終わる遊びだろうと思っていましたが２学期に

なった今でも健在。特にこの時期は過ごしやすく、体力も

ついきてパワーアップしています。 

 未来のアスリートが伊良部幼稚園にはた～くさんいま

す。輝け！未来のアスリートたち！ 

 １０月２４日（月）～２８日（金）の間、平良中学校２年生４名

のカッコいいお兄ちゃん達の職場体験を受け入れて１週間。

園児達は笑顔満点の日々を過ごしました。 

 登園した園児達は、「○○お兄ちゃんあそぼ～！」「○○

お兄ちゃんサッカーしよう！」等、あっちこっちからの引っ

ぱり合いです。そんな園児達の要求に、どの子に対しても

笑顔で接してくれる頼もしいお兄ちゃん達です。 

 １０月生まれのお誕生会では、園児達の進行の様子や、リ

ズムダンスに大きな拍手を送ったりしていました。 

 園児達の出し物が終わると、今度は中学生からの出し物

です。大型絵本の読み聞かせやなぞなぞ・手品をしたりし

て会を盛り上げてくれました。 

 午後の預かり保育でもお兄ちゃん達は、園児達の砂団子

の汚れた手が着ている服に触れて泥んこになるのも気に

せず思いっきり遊んだりして大活躍でした。 

 平良中のお兄ちゃん達、一週間楽しい時間をありがとう

ございました！ 
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連
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文
化
財
を

巡
る 

「 

浦
底
遺
跡 

」 

一
九
八
六
年
、
浦
底
漁
港
へ
い
た
る
海
岸
線
沿
い
の
道

路
工
事
の
着
工
に
際
し
て
、
旧
城
辺
町
が
埋
蔵
文
化
財
の

試
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
重
機
で
掘
削
さ
れ

た
調
査
区
の
砂
層
か
ら
、
一
点
の
シ
ャ
コ
ガ
イ
製
の
斧
（以

下
、
貝
斧
）が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
点
の
貝
斧
が
、

後
の
大
発
見
と
な
る
浦
底
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。 

一
九
八
七
～
八
八
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
浦
底
遺

跡
の
本
発
掘
調
査
で
は
、
約
二
九
〇
〇
～
一
九
〇
〇
年

前
の
人
々
の
生
活
の
跡
が
広
い
範
囲
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。 約

二
九
〇
〇
～
一
九
〇
〇
年
前
は
、
無
土
器
期
と
よ

ば
れ
る
時
代
で
、
土
器
を
用
い
な
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
、

日
本
国
内
で
は
、
宮
古
・八
重
山
諸
島
に
の
み
確
認
さ
れ

る
特
徴
的
な
文
化
で
す
。 

発
掘
調
査
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
貝
斧
が
二
〇
〇

点
以
上
出
土
し
て
い
る
点
で
す
。
貝
斧
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

太
平
洋
諸
島
の
遺
跡
で
出
土
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
宮

古
・八
重
山
諸
島
の
無
土
器
期
の
文
化
も
、
こ
れ
ら
の
地

域
と
関
係
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
貝
斧
が
二
〇
〇
点
以
上
出
土
し
た
事
例

は
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
見
渡
し
て
も
類
例
が
な
く
、
浦
底

遺
跡
が
、
世
界
最
多
の
貝
斧
出
土
遺
跡
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
貝
斧
の
製
作
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
ビ
ー

チ
ロ
ッ
ク
や
泥
岩
製
の
砥
石
も
数
多
く
出
土
し
て
い
ま

す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
宮
古
島
の
大
部
分
は
、
琉
球
石
灰

岩
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
石
斧
に
適
し
た
火
山
性
の
石
材
が

産
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
石
斧
と
同
様
の
機
能
を

も
つ
道
具
と
し
て
貝
斧
の
製
作
に
特
化
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

貝
斧
以
外
に
も
、
ス
イ
ジ
ガ
イ
や
、
ホ
ラ
ガ
イ
、
イ
モ
ガ

イ
な
ど
の
貝
を
素
材
と
し
た
道
具
や
、
サ
メ
の
歯
や
、
イ

ノ
シ
シ
の
骨
を
利
用
し
た
道
具
が
数
多
く
出
土
し
て
お

り
、
浦
底
の
人
々
は
、
様
々
な
貝
、
骨
製
品
を
利
用
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

ま
た
、
生
活
の
痕
跡
と
し
て
、
焼
石
が
集
め
ら
れ
た
状

態
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
砂
地
に
穴
を
ほ
り
、

焼
い
た
サ
ン
ゴ
石
な
ど
を
敷
き
詰
め
、
そ
の
上
に
植
物
で

く
る
ん
だ
魚
な
ど
の
食
材
を
置
き
、
砂
を
か
ぶ
せ
る
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県
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て
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た
が
、
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ら
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料
を
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元
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る
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市
で
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く
活
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目
的
と
し
て
、
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古
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市
教
育
委
員
会
へ
移
管
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
資
料
の
整
理
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
世
界

で
も
類
を
見
な
い
浦
底
遺
跡
の
貝
斧
文
化
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
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 10月7日（金）～9日（日）の3日間、宮古島市総合博物
館にて宮古上布のわざと美展～宮古上布保持団体秀
作展～が開催されました。 
 時代の流れに沿って作品の移り変わりを展示すると
同時に、作品製作が少しでも分かるように、苧麻績み・
絣括り・機織り・砧打ちの体験コーナーを設けました。ま
た試着や糸・道具を手に取ることができるコーナーや
資料閲覧コーナーも設けました。 
 実際に手に取ったり、体験したりすることで、宮古島
に伝わる技術のすごさ、出来上がった作品の素晴らし
さをより深く感じていただけたと思います。 

 また、3日目に行われた座談会「私の織りものがた
り」では永年宮古上布の製作に関わってこられた先輩
方の話を聞くことができました。苦労から喜び、そして
今後のことまで人生に織り込まれた話は説得力があっ
たと思います。 
 404名の皆様がご来場下さり、アンケートでは「苧麻
績み体験が方言を交えてできて良かった」、「先人達の
思いがすごく伝わった」、「学校教育に取り入れたい」、
「工程の展示が欲しかった」、「現在宮古上布に関わる
人のことが知りたい」など様々なご意見をいただきま
した。 
 来年の秋には全国重要無形文化財保持団体秀作展
が宮古島で開催されます。全国から染織、陶芸、漆芸、
手漉和紙の美術工芸品が集結します。どうぞお楽しみ
に。 

宮古上布のわざと美展 
                            ～宮古上布保持団体秀作展～ 



 

 

 

T O 
P 

C I S 

 平成２８年１０月１０日(日)、総合体育館で体育の日関連イベント｢Do体力づく

りーあなたの体力いくつですかー｣(主催:市民スポーツ課 協力:健康増進

課・健康づくり推進員・スポーツ推進委員協議会)が開催されました。 

 市民の一人ひとりに自身の体力を確認してもらい、健康保持増進や体力

向上に繋げてもらう目的で行われた本イベントには、子どもから大人までの

幅広い年代層の市民が参加し、体力テストでさわやかな汗を流しました。 

 また、市健康増進課主催によるウォーキングイベントも同時開催され、参加

者たちが正しい歩き方を学びながら、会場周辺でのウォーキングを楽しみま

した。 

 教育研究所では10月3日（月）に平成28年度後期（第16期）長期研究教員入所

式が行われました。 

 研究教員は学校における課題や授業における課題をもとに自らテーマを決

め、教師としての指導力を高め、学校現場に戻ってその成果を還元・普及してい

くことを目的に研究を行います。今年度は市内の小中学校から２人の先生が応

募し、６ヶ月間にわたり研究活動を行うことになりました。 

第１６期研究教員  

金城さやか教諭（鏡原中学校） 

 
 研究主題を「生徒の確かな学力の育成をめざした

社会科学習における授業改善」とし、小中連携＝小学

校での学習内容を中学校につなぎ生かすための授

業づくりや学習指導方法などについて、実践的に取

り組んで行きたいと考えています。特に、小中学校が

隣接する学区の多い宮古島市なので、研究の成果を

現場の先生方や子どもたちに還元できるよう、しっか

りと研究に励みたいと思います。 

第１６期研究教員  

砂川智美教諭（久松小学校） 

 
 研究主題を「楽しく『わかる・できる』をめざした国

語の授業づくり」とし、ユニバーサルデザインの視点

を活かした国語の授業づくりについて研究を深めて

行きたいと考えています。私が理想とする『子ども一

人ひとりにとって“わかる！楽しい！できた！”と感

じられる授業』ができるように、子ども達が充実感や

達成感を得られるような授業づくりができるように、

研究・研鑽にしっかりと励んでいきます。 

 市総合博物館では、第31回企画展「現代宮古の作家たちⅩ」を開催し

ています。本企画展では、宮古内外で活躍する宮古出身の作家達12名

の作品27点を展示・公開しています。 

 油絵や水墨画、造形など多種多様な作品が一堂に展示されており、

見応えのある企画展となっています。 

 実際に作品を見ることで、何かしら感じるものがあるはずです。本企

画展は12月11日（日）まで開催いたします。ぜひ博物館へお越し下さい。 
 

 【日 時】2016年１０月２８日（金）～１２月１１日（日） 

    午前９時～午後４時３０分（入館は午後４時まで） 

 【休館日】毎週月曜日・祝祭日 

 【場 所】宮古島市総合博物館 特別・企画展示室 

 【入館料】大人300円／大学生・高校生200円／中・小学生100円 

     （土・日曜日は高校生以下無料） 

 



 

 

 

行事予定 
○第3回郷土の歴史と文化講座 
 「生誕110年・篠原鳳作と金井喜久子」 
 12月2日(金)/平良図書館北分館 
○第11回宮古島市民総合文化祭「児童･生徒の部」表彰式 
 12月3日(土)/中央公民館 
○第5回子ども博物館「東平安名崎の自然と歴史」 
 12月4日（日）/総合博物館 
○平成29年宮古島市成人式 
 1月5日(木)/マティダ市民劇場ほか４地区 
〇沖縄県伝統芸能公演（重要無形文化財保持者等公演） 
 １月20日（金）/マティダ市民劇場 
〇おはなしたまてばこ・おはなし会 
 平良図書館/毎週土曜日 
 城辺図書館/12月4日(日)･１月8日（日）※１/１７～27は休館 
〇クリスマス会 
 12月25日(日)/城辺図書館 
 

 

子育てや学校生活で悩んでいませんか？ 

教育相談室では、学校や家庭で悩みがある児童・生

徒、その保護者、または学校職員や教育関係者の相談・

支援をいたします。 

※相談等で話したことが、外部にもれることはありません。 

【受 付】 月～金曜日(祝祭日除く)午前８時30分～午後4時30分 

【所在地】 城辺字福里600-1  城辺庁舎内 

    ※来所相談・訪問相談も可能です。（要連絡） 

      教 育 相 談 室           ７７ー２７２７    

H28.11．24現在 

市民スポーツ課 ☎７３－４４６９ （月曜休み） 

※施設使用の詳細は、市民スポーツ課までお問い合わせ下さい。 

12/3(土)･4(日) 沖縄県中学校各地区交流バスケットボール大会 

12/10(土) 第35回先島親善バドミントン大会 

1２/11(日) 第35回池村杯卓球大会 

1２/13(火)～23(金) 大相撲宮古場所関連 

1２/24(土)･25(日) 全宮古総合ハンドボール選手権 

1/8(日) 第40回ライカム杯混合ダブルスバドミントン大会 

1/14(土) 全宮古中学校春季総合体育大会卓球 

1/20(金)～22(日) 全宮古中学校春季総合体育大会開会式バレーボール 

1/29(日) 第9回宮古テレビ杯 
第30回学生ダブルスバドミントン大会 

 平成28年9月29日に第6回定例会が開催され、「宮古島市立伊良部、佐良浜小学校及び伊良部、佐良浜中学校統合協議会設置

要綱の一部を改正する訓令」について審議が行われました。今回の改正は、協議会の中で校章や校歌など専門的な分野の協議

を行う部会の設置が主な内容で、全会一致で可決されました。 

 平成28年10月27日には第7回定例会が開かれました。「宮古島市夢実現助成事業実施要綱の一部を改正する訓令」について

審議・可決し、交付対象者が主催する講演等も助成の対象とされました。また、宮古島市子どもサポート教室（ぬくもり教室）の設

置について報告がありました。 

□に色の漢字を入れて二字熟語を
完成させましょう。 

① □空  ② □飯 

③ □柱  ④ □属 

12/9(金) 宮古高等学校マラソン大会 

12/11(日) 第9回立津工芸社杯 

全宮古女子駅伝/第66回全宮古駅伝 

12/18(日) 第43回全宮古職域駅伝競走大会 

1/7(土) 高野連 第45回競技会 

1/21(土)･22(日) 春季中学総体サッカー 

1/28(土) 第35回全宮古小学校駅伝大会 

地区名 会 場 お問合せ 

平良地区 マティダ市民劇場（文化ホール） 生涯学習振興課 77-4946 

城辺地区 城辺公民館（改善センター） 城辺支所 77-4905 

下地地区 下地農村環境改善センター 下地支所 76-6001 

上野地区 上野公民館（改善センター） 上野支所 76-6821 

伊良部地区 伊良部公民館 伊良部庁舎市民課 78-6251 

実施日:平成29年1月5日(木)開場13:30/式典14:00 

対象者:平成8年(1996年)4月2日から平成9年(1997年)4月1日生まれ 
○就学や就職等で市以外に居住されている本市出身の方 

○宮古島市に住民登録をされている方※ご案内通知の送付は致しません。 

会場:会場は地区別となります（下表参照） 

 平成28年11月8日に、宮古島市・多良間村の教育委員で構成する宮古地区市村教育委員会協議会の総会・研修会が開催され

ました。総会では、平成27年度の決算報告や28年度の活動内容、平成30年度文教施策とその予算措

置に関する宮古地区からの要請などが協議されました。また、宮古島市が4月1日、多良間村が10月1日

から新教育長制度に移行したことに伴い、規定の一部改正も行われ、協議会名も宮古地区市村教育委

員会協議会に変更されました。 
 総会終了後は、「綾道－戦争遺跡編」と題して、新たに発見された戦争遺跡などについて市生涯学

習振興課文化財係の久貝弥嗣さんによる講話が行われました。 

赤 金 青 茶 


